
【登録証伝達式】

●開催日時： 令和３年３月３０日（火）10時00分 ～ 10時30分

●開催場所： 小野市役所 ５階 特別会議室（別紙３）

●報道取材：マスコミ関係者も同席可。

当日の開式の１０～１５分前に小野市役所５階特別会議室にお越し下さい。

「大部・河合地区かわまちづくり」計画の登録証伝達式を開催します。
～加古川水系のかわまちづくり登録第１号～

「大部・河合地区かわまちづくり」計画（別紙１）が令和３年３月１９日に登録されました。

以下のとおり登録証の伝達式（別紙２）を開催します。

国土交通省では、河川空間とまち空間の融合が図られた、良好な水辺空間の形成を目的と

した「かわまちづくり」を推進しており、平成21年度に創設した「かわまちづくり」支援制

度にもとづき、登録された「かわまちづくり」計画に対し、河川管理者がハード・ソフト面

で支援を行っています。

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ
兵庫県政記者クラブ

＜問合せ先＞ 国土交通省近畿地方整備局 姫路河川国道事務所

副所長 北野 頼風

総括保全対策官 直井 克己

℡ 079-282-8211（代）

小野市役所 地域振興部 道路河川課

課長 横田 一夫
℡ 0794-63-1000（代）

なおい かつみ

＜取扱い＞

かわまち

よこた かずお

きたの らいふう

令和3年3月25日14時00分
資料配布 近畿地方整備局
姫路河川国道河川事務所

おおべ かわい



「大部・河合地区かわまちづくり」（兵庫県小野市）
お お べ ・ か わ い ち く

１．概要
小野市は、「加古川」の恵を受けて農業や地場産業が発達し、舟運による流通経済が発展
してきました。本地区では、西日本最大級の桜づつみ回廊が整備されており、毎年多くの観光客が訪れています。
本計画では、小野市中心部からの回遊性向上を図るため、桜づつみ回廊とかわまちづくりを通じて、新たな賑わい
拠点を創出することにより、周辺地域の歴史文化や良好な景観や自然環境を活かしながら、水辺の自然環境の保全
と活用をめざした様々な取組を行い、多様な回遊ネットワークの形成を目指します。
国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設を整備するほか、河川空間において営利活動を実施する
場合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

お の し

対象河川 ： １級河川 加古川水系加古川 【国管理河川】

市町村名 ： 兵庫県小野市

推進主体 ： 大部・河合地区かわまちづくり協議会

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

２．ハード施策の内容
国土交通省：階段護岸、河川管理用通路、坂路 等
協議会：街灯、植樹、案内看板設置、四阿、広場（グラウンド）、防災公園交流施設 等

３．ソフト施策の内容
小野市：らんらんバスの活用、防災体験学習、自然学習会の開催 等

協議会：サイクリングルートの設定、回遊マップ作成、マルシェ開催、バーベキュー等のアウトドアイベント 等
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別紙２

式 次 第（案）

日時： 令和３年３月３０日（火）午前１０時００分～１０時３０分

場所： 小野市役所 ５階 特別会議室

１．開会

２．国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所長 挨拶

３．登録証伝達
「大部・河合地区かわまちづくり」計画

４．小野市長 挨拶

５．記念撮影

６．閉会

「大部・河合地区かわまちづくり」計画の登録証伝達式



別紙３

5階

１階

登録証伝達式 会場（小野市役所）

伝達式会場


